
9
月
定
例
会

写真：昭和時代へタイムスリップ 議会事務局のアドレスへ

P2　 全戸にIP告知端末機を配備（平成22年度決算認定）

P6　 一般質問Ｑ＆A

P14　研修・委員会活動報告

P16　わたしの想い(本田さん、山上さん）
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９
月
14
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
を
審
査
す
る
た
め
、
会

期
中
の
20
～
26
日
に
、
当

委
員
会
を
開
催
し
、
執
行

部
の
出
席
を
求
め
、
慎
重

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、

主
な
る
意
見
と
監
査
委
員

意
見
を
重
く
受
け
止
め
、

行
財
政
の
改
革
に
努
め
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
認

定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し

た
。

　

主
な
る
意
見
以
外
に
も

「
そ
の
他
の
意
見
」
と
し

て
10
項
目
を
本
会
議
後

に
、
全
員
協
議
会
室
に
お

い
て
執
行
部
に
指
摘
し
ま

し
た
。

一
般
会
計

【
歳　

入
】

○
滞
納
繰
越
分

町
税
・
住
宅
使
用
料
等

の
滞
納
繰
越
分
の
徴
収

に
つ
い
て
は
、
更
な
る

徴
収
に
つ
と
め
ら
れ
た

い
。

【
歳　

出
】

○
事
業
実
施

計
画
性
を
も
っ
て
速
や

か
に
着
手
さ
れ
た
い
。

○
不
用
額

多
く
の
不
用
額
が
見
受

け
ら
れ
る
。
精
査
し
対

処
さ
れ
た
い
。

○
各
課
関
連
す
る
事
業

事
業
内
容
を
十
分
把
握

し
連
携
し
て
推
進
さ
れ

た
い
。

決算審査の様子

わかさ議会だより　No138　平成23年11月

審査の
経過及び

結果

決
算
審
査
報
告

  

主
な
る
意
見
の

  

　
　
　
　要
約

○
ま
ち
づ
く
り

わ
か
さ
・
ま
ち
並
み
づ

く
り
委
員
会
を
開
催

し
、
町
内
各
団
体
で
の

取
組
み
を
生
か
し
、
町

全
体
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
策
定
さ
れ
、
推
進

を
図
ら
れ
た
い
。

○
ゴ
ミ
の
減
量
化

目
標
値
を
定
め
、
取
り

組
ま
れ
た
い
。

○
補
助
金
交
付

新
た
な
補
助
金
を
交
付

す
る
場
合
は
、
要
綱
等

を
制
定
し
て
運
用
さ
れ

た
い
。

○
防
災
対
策

作
成
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
防

災
訓
練
を
さ
れ
た
い
。

○
地
籍
調
査

事
業
を
拡
大
し
、
積
極

的
に
実
施
さ
れ
た
い
。

○
保
健
予
防

体
力
づ
く
り
と
あ
わ
せ

て
各
検
診
の
推
進
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　８月18日から24日までの５日間、町長から提出された平成22年度各会計決算書・歳入歳出決
算事項別明細書及び実質収支に関する調書の計数と歳入歳出整理簿等関係諸帳簿・証書類を照合
した結果、計数に誤りは認められず、いずれも正確で、預け入れ、金融機関の預貯金高とも符合
しており、適正であります。また、基金に関する調書の計数、並びに土地開発基金の運用につい
ても適正であると認められました。

　　  般会計　　留意、検討事項

○財政運営の指標――――――――――――――――
　財政関係指標等の数値は次のとおりである。
　　経常収支比率87.1％→81.2％
　　　　　　　　　　　　　　5.9ポイント改善
　指針となる75％に向けさらなる改善努力を望む。

○財産に関する調書―――――――――――――――
・公有財産のうち、「土地及び建物」並びに「山林」

については、台帳整備後の事務処理を的確に行わ
れたい。また、管理方法及び所管も明確にされたい。

・地域福祉センター・ドリーミー及び若桜小学校体
育館敷地一部の民有地との交換用地を確保するよ
う早急に対応されたい。

・不動院岩屋堂休憩所の建設用地の土地売買契約を
締結し、早急に所有権移転登記をすること。

区　　　分
数　　　値

平成21年度末 平成22年度末

経常収支比率 87.1% 81.2%

実質公債費比率（単年度値） 15.2% 11.6%

実質公債費比率（３年間の平均値） 17.4% 15.1%

地方債残高合計 5,848,413 5,556,485

　

内　
　

訳

一般会計 3,150,894 3,039,479

簡易水道事業会計 265,579 265,911

公共下水道事業会計 1,386,921 1,278,353

農業集落排水事業会計 1,002,261 936,190

赤松団地造成事業会計 42,758 36,552

基金残高 1,306,274 1,621,776

（地方債、基金残高の単位：千円）

財政関係指標等

決算審査意見（要約）
監査委員　川戸　清廣
監査委員　上川裕見子

一

　   別会計（索道事業）　 　　
　　　　　　　　留意、検討事項
　氷ノ山関連施設の管理については、平成22年4月1日
付けで（財）若桜町観光開発事業団との間に年度協定
書が締結され、その施設使用料は、2,904万8千円 となっ
ているが、平成23年3月31日付けで8万6千円 に減額し
た変更協定が締結されている。
　減額の要因は、（財）若桜町観光開発事業団の経営
収支によるもので、　同事業団における索道部門の収
支は 2,815万円の黒字となっている。
　索道事業は、特別会計で処理されているので、管理
委託の契約は別にすることが望ましい。

　   別会計（索道事業）　 　　特

○各種税と使用料等の収入未済額の回収――――――
　滞納整理対策本部並びに鳥取県地方税滞納整理機
構により対策を強化され、以前と比較し担当課の意
識向上が見られるが、さらなる回収努力をされたい。

○補助制度の町民への周知徹底――――――――――
　町民への周知が不十分な補助事業も見受けられ
る。補助制度の目的を達成するためにも、制度の周
知徹底を図られたい。

○（財）若桜町観光開発事業団の経営指導――――――
　経営状況は年々厳しくなっている。町として、助
言、指導をされたい。
　なお、同事業団の資本は、若桜町からの出損金
300万円となっている。経営安定を図るためにも、
自己資本の強化を検討されたい。

○
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機

使
用
法
に
つ
い
て
、

説
明
指
導
強
化
を
図

り
、
活
用
に
つ
い
て
も
工

夫
さ
れ
た
い
。

　

特
別
会
計

　
簡
易
水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

○
上
下
水
道
懇
話
会
を

早
急
に
組
織
し
、
公
共

下
水
、
農
業
集
落
排
水

の
接
続
率
向
上
等
に
努

め
ら
れ
た
い
。

○
汚
泥
処
理
等
の
委
託

料
は
高
額
で
あ
る
。
再

検
討
し
交
渉
さ
れ
た
い
。

［
索
道
事
業
］

○
会
計
処
理
及
び
管
理

運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
再
検
討
さ
れ
た
い
。

わかさ議会だより　No138　平成23年11月
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中尾　理明 議員

坂本　　等 議員

前住　孝行 議員

上川裕見子 議員

山本　晴隆 議員

藤原　源市 議員

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

質 

問 

者

中尾　理明 議員

　９月議会定例会の一般質問は、９月15日に行われ、
６人の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁を要約して紹介します。

坂本　等 議員

一般質問
Q　

若
桜
町
が
無
医
村
に
な

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
町

内
の
医
師
の
後
継
者
問
題
は

重
要
で
す
。
昨
年
の
10
月
臨

時
会
で
、過
疎
計
画
の
中
に
、

「
地
域
医
療
を
維
持
存
続
さ

せ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
医
師
の
確
保
に
努
め

る
」
と
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
12
月
広
報
で
、

地
元
に
帰
り
た
い
医
師
等
、

若
桜
に
ゆ
か
り
の
医
療
従
事

者
、
学
生
の
情
報
提
供
を
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

小
林
昌
司
町
長

A　

残
念
な
が
ら
、
今
の
と

こ
ろ
町
に
情
報
提
供
は
あ
り

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
広
く

呼
び
か
け
を
行
な
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

Q　

鳥
取
県
は
鳥
取
大
学
の

医
学
部
定
員
の
県
内
出
身
者

枠
を
要
請
し
、
実
施
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
県
に
対
し
、
若
桜
町

の
よ
う
な
山
間
部
医
療
を
担

う
べ
く
派
遣
要
請
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

県
で
は
、
専
門
研
修
医

師
支
援
事
業
が
創
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
医
師
登

録
派
遣
シ
ス
テ
ム
等
を
創
設

し
て
医
師
不
足
解
消
を
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
町
も
医
師

不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
今
後

も
医
師
派
遣
に
つ
い
て
県
に

要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

若
桜
町
出
身
者
に
は
、

自
治
医
大
の
卒
業
生
で
現
在

研
修
中
の
方
が
複
数
、
鳥
大

卒
で
、
既
に
第
一
線
で
活
躍

中
の
方
、
現
在
の
鳥
大
医
学

生
等
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い

う
方
々
と
の
接
触
を
図
ら
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

私
は
昨
年
か
ら
２
回
、

県
の
福
祉
保
健
部
に
出
向

き
、
若
桜
の
出
身
者
の
医
師

確
保
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。今
一
番
大
事
な
こ
と
は
、

彼
ら
に
地
域
医
療
に
係
わ
っ

て
も
ら
う
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
健
康
づ
く

り
の
講
演
会
に
若
桜
出
身
の

方
々
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と

か
ら
始
め
て
は
ど
う
か
、
そ

う
い
う
中
で
、
地
元
で
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
湧

い
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

Q　

県
は
様
々
な
予
算
で
医

師
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
鳥
取
県
全
体
の
中
で

八
頭
郡
に
は
ど
れ
位
の
医
師

が
必
要
か
、
そ
の
中
で
若
桜

は
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
、

全
県
を
目
配
り
す
る
よ
う
な

県
の
方
策
が
必
要
で
は
な
い

か
、
町
も
そ
う
し
た
視
点
で

県
に
要
請
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
が
、
所
見
を

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

私
は
八
頭
郡
の
枠
で
何

人
と
い
う
よ
う
な
事
は
、
困

難
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
高
齢
者
を
多

く
抱
え
て
い
る
町
と
し
て
は

医
師
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
若
桜
に
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
若
手
医
師

の
支
援
策
や
学
生
へ
の
民
間

奨
学
金
の
上
乗
せ
等
、
支
援

策
の
必
要
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
県
は
公
立
病
院
の
医
師

確
保
に
精
一
杯
と
い
う
の
が

現
実
で
す
が
、
中
山
間
地
の

医
療
の
確
保
に
つ
い
て
県
に

対
し
て
、
声
を
大
き
く
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

私
は
、
滋
賀
県
の
木
之

本
町
杉
野
集
落
で
、
県
の
支

援
も
受
け
な
が
ら
山
際
に
あ

る
耕
作
放
棄
地
に
牛
を
放
牧

す
る
こ
と
に
よ
り
、
獣
の
出

入
り
を
遮
断
す
る
緩
衝
帯
を

作
り
、
成
功
し
、
且
つ
付
近

の
土
壌
改
良
に
も
繋
が
り
、

自
然
薯
栽
培
も
行
わ
れ
て
い

る
事
例
を
勉
強
し
ま
し
た
。

町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

緩
衝
帯
は
鹿
や
猪
の
鳥

獣
被
害
対
策
の
ほ
か
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
も
つ
な
が

る
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
若
桜
町
の
地
理
的

条
件
及
び
被
害
対
策
地
と
隣

接
す
る
放
牧
地
の
確
保
等
、

幾
つ
か
の
検
討
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
町
内
畜
産
業
者
と

協
議
、
検
討
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
町
の
健
診
活
動

に
つ
い
て
質
問
を
さ
れ
ま
し

た
。

Q　

吉
川
分
校
が
改
修
さ
れ

ま
す
が
、
改
修
や
利
用
に
つ

い
て
町
民
の
方
々
や
各
団
体

か
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出

て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

小
林
昌
司
町
長

A　

ト
イ
レ
を
洋
式
に
、
風

呂
場
は
３
～
４
人
が
使
用
可

能
な
入
浴
設
備
に
、
調
理
施

設
は
あ
る
程
度
の
広
さ
を
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た

設
備
に
、
ゲ
ー
ム
用
具
等
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

Q　

通
年
的
な
有
効
利
用
の

た
め
に
、
関
係
団
体
へ
の
働

き
か
け
や
連
携
を
要
す
る

が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
係

わ
っ
て
い
き
ま
す
か
。
せ
め

て
年
間
の
３
分
の
１
ぐ
ら
い

利
用
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

血
圧
測
定
器
等
の
健
康
器

具
、
車
椅
子
、
室
内
ゲ
ー
ム

等
の
備
品
類
の
配
備
も
必
要

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
、

町
内
外
の
地
域
間
交
流
、
行

政
や
社
会
福
祉
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
各
種
事
業
に
も

活
用
し
、
利
用
者
が
気
軽
に

集
え
る
場
と
し
て
、
備
品
類

も
利
用
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
整
備
し
ま
す
。

　

吉
川
地
域
の
皆
さ
ん
に

は
、
空
い
て
い
る
と
き
は
自

由
に
使
え
る
弾
力
性
の
あ
る

運
営
を
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

管
理
体
制
を
伺
う
。
特

に
火
気
と
冬
季
間
の
水
回
り

を
厳
重
に
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

施
設
全
体
の
管
理
と
併

せ
、
防
火
や
宿
泊
を
伴
う
管

理
方
法
を
考
え
、
当
面
は
町

の
直
営
で
管
理
し
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
、
プ
ー
ル

に
つ
い
て
は
使
い
便
利
が
い

Q　

若
桜
町
商
工
会
が
民
家

を
借
り
て
整
備
さ
れ
ま
す

が
、
関
係
機
関
が
責
任
分
野

を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
本
町
の
活
性

化
の
拠
点
と
な
る
施
設
と
す

る
た
め
町
も
積
極
的
に
関
与

す
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

管
理
、
運
営
に
つ
い
て

は
商
工
会
、
観
光
協
会
、
町

の
３
者
で
覚
書
を
締
結
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
両
施
設
と

も
商
工
会
が
観
光
協
会
に
管

理
運
営
を
委
託
、
食
事
喫
茶

や
特
産
品
の
販
売
業
務
に
つ

い
て
は
今
後
公
募
さ
れ
ま
す
。

　

町
は
、
人
件
費
を
除
く
諸

経
費
に
対
し
て
、
２
分
の
１

の
国
庫
補
助
が
３
年
間
あ
る

の
で
、
残
り
の
２
分
の
１
を

助
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

建
物
は
、
商
工
会
が
20
年

契
約
で
借
り
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Q　

防
災
、
被
害
対
応
の
拠

点
と
な
る
役
場
庁
舎
の
耐
震

調
査
の
実
施
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

昭
和
37
年
に
建
築
し
た

も
の
で
、
現
在
の
建
築
基
準

法
に
は
適
合
し
な
い
建
物
で

す
。
早
い
時
期
に
耐
震
補
強

の
議
論
も
必
要
で
す
。

　

耐
震
調
査
に
５
０
０
万

円
、
補
強
工
事
に
は
３
億
円

か
か
り
ま
す
。

Ｑ Ａ
県
に
要
請
し
て
は

声
を
大
き
く
し
て
い
く

6

医師育成

備
え
あ
っ
て
憂
い

な
し
耐
震
調
査
を

早
い
時
期
に

議
論
が
必
要

役場庁舎の
地震対策

管
理
運
営
を
明
解
に

町
・
商
工
会
・
観
光

協
会
が
連
携
し
て

宿内休憩所・
おもちゃ館

通
年
的
な
有
効
利
用
を

町
民
が
気
軽
に

集
え
る
施
設
に

𠮷川分校の改修

牛
放
牧
に
よ
る

緩
衝
帯
を

協
議
・
検
討

し
て
み
た
い

鳥獣害防止

Q　

多
額
の
改
修
費
が
投
じ

ら
れ
る
が
、
個
人
の
資
産
で

あ
り
、
建
物
の
再
評
価
は

ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
対
応
が

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

今
回
の
改
修
は
、基
礎
、

柱
、
梁
な
ど
の
骨
組
み
部
分

で
は
な
く
、
通
常
の
維
持
管

理
の
範
囲
、
内
装
や
建
具
な

ど
の
修
理
等
で
あ
り
評
価
の

見
直
し
は
し
ま
せ
ん
。

放牧による緩衝帯（農水省ＨＰより）

町民の利用を待つ旧𠮷川分校

い
管
理
計
画
を
立
て
た
い
と

考
え
ま
す
。
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Q　

中
国
運
輸
局
Ｈ
Ｐ
を
見

ま
す
と
、「
若
桜
町
」
の
事

業
者
名
が
書
い
て
あ
り
ま

す
。
若
桜
鉄
道
だ
と
思
い
ま

す
け
ど
、
そ
こ
に
、「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
」
と
書
い

て
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
よ

う
な
開
示
方
法
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

　
　
　
　
　

小
林
昌
司
町
長

A　

鉄
道
事
業
者
は
、
事
業

年
度
終
了
後
６
ヶ
月
以
内
に

安
全
報
告
書
を
作
成
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
そ

の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町

も
安
全
報
告
書
を
作
成
し
、

若
桜
町
の
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し

て
い
ま
す
。

Q　

９
月
11
日
現
在
で
若
桜

町
の
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
し
ま

し
た
が
、
若
桜
町
の
Ｈ
Ｐ
上

に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
林
町
長

A　

平
成
22
年
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、
事
業
年
度
終
了
後

６
ヶ
月
の
９
月
末
ま
で
に
は

掲
載
す
る
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

Q　

ス
キ
ー
リ
フ
ト
に
つ
い

て
は
、
ど
う
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

町
営
ス
キ
ー
場
の
安
全

報
告
書
は
、
指
定
管
理
者
の

若
桜
町
観
光
開
発
事
業
団
事

務
所
が
あ
る
氷
太
く
ん
の
玄

関
ホ
ー
ル
に
毎
年
９
月
末
に

掲
示
し
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

Q　

氷
太
く
ん
に
掲
示
さ
れ

て
あ
っ
て
も
、
リ
フ
ト
の
利

用
者
に
は
な
か
な
か
目
に
す

る
場
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
開
示
方
法
が
あ

る
の
で
、
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

Q　

現
在
、
休
校
施
設
の

管
理
状
況
に
つ
い
て
、
教

育
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

植
嶋
荘
司
教
育
長

A　

地
域
住
民
に
も
愛
着

の
あ
る
施
設
で
あ
り
、
校

舎
内
の
清
掃
、
周
辺
の
除

草
、
点
検
、
応
急
措
置
な

ど
い
つ
で
も
使
用
可
能

な
状
態
の
維
持
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q　

議
会
報
告
会
で
の

意
見
で
、

米
分
校
の

瓦
破
損
を
知
り
、
他
も

廻
っ
て
見
ま
し
た
。
吉

川
分
校
は
、
瓦
は
な
い

よ
う
で
し
た
。
旧
池
小

は
瓦
屋
根
で
、
目
視
で

は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
瓦
の
光
り
方

が
鈍
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。

米
分
校
で
す
が
、

地
上
か
ら
で
も
、
表
に

７
ヶ
所
、
裏
は
１
ヶ
所

瓦
割
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
点
は
承
知
か
、
お
尋

ね
し
ま
す
。

植
嶋
教
育
長

A　

米
分
校
の
瓦
に
つ

き
ま
し
て
は
、
私
も
道
路
か

ら
確
認
し
て
い
ま
す
。
未
だ

直
し
て
な
い
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
、
大
変
申
し
訳
な
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。早
急
に
、

修
理
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q　

福
島
原
子
力
発
電
所
の

事
故
を
機
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
が
、本
町
の「
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
」
及
び

「
地
球
温
暖
化
防
止
計
画
」

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

小
林
昌
司
町
長

A　

地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
は
平
成
16
年
７
月
に
策

定
し
、
公
用
車
の
燃
料
、
役

場
の
電
気
使
用
量
を
２
％
以

上
削
減
、
紙
や
上
水
道
使
用

量
、
廃
棄
物
の
排
出
量
を

10
％
以
上
削
減
、
公
共
工
事

後
の
建
設
副
産
物
の
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
今
年
度
、
公
用

車
用
電
気
自
動
車
を
１

台
購
入
、
道
の
駅
に
急

速
充
電
設
備
を
設
置
し

ま
す
。

　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
計

画
は
、
策
定
し
て
い
ま

せ
ん
。

Q　

計
画
は
、
セ
ッ
ト

で
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。
数
値
目
標
の
達

成
率
は
分
析
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

小
林
町
長

A　

地
球
温
暖
化
計
画
の
数

値
目
標
は
、
実
は
平
成
20
年

が
目
途
。
こ
れ
か
ら
、
見
直

し
も
図
っ
て
い
か
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。

　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
県

の
指
針
に
則
り
、
行
動
計
画

ぐ
ら
い
は
考
え
て
み
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

Q　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
地
域
の
環
境
と
密
接
し

て
い
ま
す
。
地
域
産
業
の
発

掘
や
雇
用
増
に
結
び
付
く
可

能
性
も
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
小
水
力
発
電
や
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
な
ど
の
研
究
は
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

小
林
町
長

A　

小
水
力
発
電
の
研
究
を

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

間
伐
材
を
利
用
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
も
研
究
を
将
来
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

本
町
で
は
発
電
で
は
な
く
、

熱
利
用
と
な
る
太
陽
熱
温
水

器
の
導
入
に
力
を
入
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

現
在
、
県
で
は
太
陽
熱

温
水
単
体
設
置
で
の
補
助
制

Q　

若
桜
町
公
民
館
中
原
分

Q　

落
折
・
吉
川
線
２
便
の

小
中
学
生
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス

で
通
え
ば
、
一
般
客
の
方
は

ゆ
っ
く
り
座
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま

す
。

植
嶋
教
育
長

A　

新
規
に
町
営
バ
ス
、
い

わ
ゆ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
購

入
し
て
運
行
す
る
こ
と
は
、

私
は
困
難
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q　

さ
ら
に
、
落
折
か
ら
学

校
に
生
徒
児
童
を
送
っ
て
か

ら
、
出
光
さ
ん
の
所
ま
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
廻
し
て
、
三

倉
の
生
徒
は
毛
利
さ
ん
の
隣

の
バ
ス
停
で
乗
り
、
屋
堂
羅

の
児
童
も
道
の
駅
の
前
の
バ

ス
停
で
乗
る
よ
う
に
し
て
、

児
童
の
歩
く
距
離
を
少
し
で

も
減
ら
せ
る
と
考
え
ま
す

が
、
教
育
長
の
所
見
を
伺
い

ま
す
。

植
嶋
教
育
長

A　

先
程
答
弁
を
い
た
し
ま

し
た
と
お
り
、
な
か
な
か
困

難
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

数
値
目
標
達
成

率
の
分
析
は

計
画
の
見
直
し
、

行
動
計
画
策
定
を
思
慮

Ｑ
Ａ一般質問

ど
の
よ
う
な
管
理
か
？

い
つ
で
も
使
用
可

能
な
状
態
維
持
を

休校施設管理

落
折
線+

宿
内
を

廻
し
て
は
？

運
行
は
、
困
難

スクールバス

温暖化対策と
エネルギー政策

「
池
田
」
に
改
称
を

柔
軟
に
対
応
し
た
い

中原分館

Ｑ
Ａ一般質問

適
切
な
公
開
か
？

鉄
道
は
Ｈ
Ｐ
、
リ

フ
ト
は
氷
太
く
ん

玄
関
ホ
ー
ル
で

安全報告書開示

度
は
設
け
て
お
ら
ず
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
の
併
設

に
対
し
て
の
補
助
制
度
と

な
っ
て
お
り
、
本
町
も
こ
の

制
度
に
準
じ
て
補
助
要
綱
を

定
め
て
お
り
、
当
面
は
今
の

要
項
を
広
報
し
た
い
で
す
。

Q　

町
営
住
宅
若
葉
団
地
の

改
築
に
あ
た
り
、
パ
ッ
シ
ブ

ハ
ウ
ス
（
訳
／
「
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
恵
み
を
受
け
る

家
」「
無
暖
房
住
宅
」）
の
研

究
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す

か
。
省
エ
ネ
は
も
ち
ろ
ん
、

住
居
者
の
光
熱
費
の
節
約
な

ど
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
魅
力

的
だ
と
思
い
ま
す
が
。

小
林
町
長

A　

町
営
住
宅
の
一
部
は
老

朽
化
し
て
お
り
、
計
画
的
に

は
建
て
替
え
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
際
に
、
ご
提

案
の
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
も
検

討
の
１
つ
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

館
の
名
称
を
、
池
田
分
館
又

は
池
田
公
民
館
に
改
称
し
て

ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

気
持
ち
を
聴
い
て
み
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会

の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

植
嶋
荘
司
教
育
長

A　

公
共
施
設
等
の
統
廃
合

に
よ
り
、「
池
田
」
と
い
う

地
域
の
名
称
が
消
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
柔
軟

に
対
応
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Q　

調
理
室
の
壁
が
、
剥
が

れ
て
い
た
り
黒
く
な
っ
て
い

た
り
、
清
潔
感
を
損
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
雨
の
吹
き

込
み
が
あ
る
と
の
住
民
か
ら

の
ご
指
摘
も
あ
り
、
修
繕
が

必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

植
嶋
教
育
長

A　

調
理
室
の
利
用
実
態
や

利
用
者
の
意
見
を
聞
い
た
上

で
、
必
要
な
修
繕
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小水力発電してます！（日南町）

管
理
の
充
実
を
（

米
分
校
）
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Q　

企
業
研
修
が
、
実
現
出

来
な
か
っ
た
が
進
捗
状
況
と

新
し
い
活
用
方
法
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
、
伺
い
ま

す
。

　　
　
　
　
　

小
林
昌
司
町
長

A　

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
が
、
企
業
へ

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た

結
果
、実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

覚
書
の
締
結
か
ら
２
年
間
経

過
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
区

切
の
時
期
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
答
弁
は
、
で

き
ま
せ
ん
が
、
廃
校
施
設
を

使
っ
て
生
産
活
動
を
す
る
企

業
と
接
触
し
て
い
ま
す
。
県

か
ら
の
話
も
あ
り
、
期
待
し

て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
企
業
と

接
触
は

区
切
り
の
時
期

Q　

捕
獲
後
の
加
工
処
理
施

設
、
設
置
計
画
を
３
町
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

解
体
処
理
施
設
に
つ
い

て
は
、八
頭
町
と
設
置
場
所
、

運
営
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
独
自
の
支

援
体
制
も
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

８
月
に
若
桜
町
鳥
獣
対
策

協
議
会
で
、
関
係
者
を
委
員

と
し
て
食
肉
加
工
処
理
部
会

を
立
ち
上
げ
、設
置
に
向
け
、

問
題
・
課
題
に
つ
い
て
、
協

議
し
て
い
ま
す
。
処
理
部
会

で
近
々
先
進
地
視
察
を
、
八

頭
町
と
合
同
で
計
画
し
て
い

ま
す
。

Q　

保
護
柵
設
置
箇
所
の
、

つ
な
ぎ
部
分
を
町
が
調
査
、

設
置
で
き
れ
ば
獣
の
出
没
防

止
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

地
域
の
方
が
自
主
的
に

被
害
防
護
さ
れ
る
も
の
で
、

農
地
以
外
に
柵
の
設
置
は
、

経
費
的
、
管
理
上
、
課
題
が

多
く
、
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
農
地
関
係
者
に

設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q　

県
、
若
桜
町
独
自
の
生

息
出
没
状
況
、
捕
獲
、
放
獣
、

殺
処
分
等
の
新
た
な
計
画
が

あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

県
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

の
、
出
没
実
態
、
追
跡
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
出
没
、
目
撃
情
報

を
、
県
に
随
時
報
告
し
て
い

ま
す
。
放
獣
す
る
ク
マ
は
電

波
発
信
機
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
装
着
し
、
定
期
的
に
行

動
確
認
さ
れ
、
随
時
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

町
も
独
自
に
、出
没
月
日
、

箇
所
の
図
面
を
作
成
、
管
理

を
し
て
い
ま
す
。
殺
処
分
に

つ
い
て
は
、
保
護
管
理
計
画

の
見
直
し
に
沿
っ
て
、
実
施

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
Ａ一般質問

旧池小

加
工
施
設
設
置
は

隣
町
と
検
討
中

獣害対策

Q　

花
の
木
広
場
は
、
地
域

の
方
が
き
れ
い
に
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。
芝
生
化
計
画
が

あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　

植
嶋
荘
司
教
育
長

A　

現
在
校
舎
を
除
く
施
設

は
管
理
要
綱
に
基
づ
き
、
社

会
体
育
施
設
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。
芝
生
化
の
予
定

は
無
く
、
企
業
誘
致
の
関
係

状
、
施
設
利
活
用
が
確
定
し

た
段
階
で
、
地
域
の
要
望
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

将
来
的
に
公
共
施
設

等
、
空
き
地
の
芝
生
化
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

利
用
料
金
補
助
は

考
え
て
い
な
い

デマンド便Q　

利
用
料
金
は
同
じ
目
的

地
で
も
人
数
分
の
料
金
が
要

り
ま
す
。
特
に
町
営
バ
ス
が

運
行
さ
れ
て
い
な
い
路
線

で
、２
人
以
上
乗
車
の
場
合
、

何
割
か
補
助
が
で
き
な
い
で

す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

現
時
点
、
補
助
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
デ
マ
ン
ド
便

は
、
重
要
な
交
通
機
関
で
継

続
、
安
定
運
営
で
き
る
協
議

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

町
内
で
、
買
い
物
、
通
院

時
に
、
乗
り
合
い
を
す
る
話

を
聞
き
、
互
助
精
神
を
支
援

し
た
り
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
生
活
交
通
を
確
保

し
た
り
す
る
た
め
、
今
後
、

助
成
措
置
等
も
含
め
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

藤原　源市 議員

Q　

鳥
取
県
は
「
み
ん
な
で

取
り
組
む
中
山
間
地
域
振
興

条
例
」
を
制
定
し
、
地
域
再

生
策
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
若
桜
町
の
生
じ

て
い
る
課
題
は
「
人
・
土
地
・

集
落
の
空
洞
化
」
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

現
状
か
ら
県
と
連
携
し
た
若

桜
町
の
再
生
政
策
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

小
林
昌
司
町
長

A　

私
は
、
二
期
目
の
決
意

と
し
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に

つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
、
教
育

環
境
や
子
育
て
が
充
実
し
た

ま
ち
、
み
ん
な
で
一
緒
に
つ

県
と
連
携
し
た
本
町
の

再
生
政
策
は
？

官
民
一
体
で

Ｑ
Ａ一般質問

中山間地域振興

く
る
ま
ち
、
み
ん
な
が
健
康

で
お
互
い
が
支
え
合
う
ま

ち
、
安
心
・
安
全
で
快
適
に

生
活
で
き
る
町
、
地
域
の
資

源
で
あ
る
森
林
や
農
地
を
活

用
し
た
活
性
化
を
図
る
ま

ち
、
歴
史
や
文
化
、
素
晴
ら

し
い
自
然
を
大
切
に
す
る
ま

ち
づ
く
り
は
今
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　

若
桜
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
林
業
の
振
興
、
さ
ら
に

は
、
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ

る
観
光
振
興
な
ど
課
題
解
消

に
向
け
、
行
政
と
議
会
、
そ

し
て
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て

双
方
に
連
絡
連
携
、
協
力
し

な
が
ら
と
も
に
手
を
携
え
て

活
力
あ
る
若
桜
町
を
築
い
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

Q　

方
向
性
は
理
解
で
き
る

が
、
県
の
条
例
に
基
づ
く
連

係
が
ど
の
様
な
体
系
で
行
わ

れ
つ
つ
あ
る
の
か
見
え
ず
、

諦
め
感
す
ら
漂
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
に
暮
ら
す
人
だ
け
で

は
解
決
が
不
可
能
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
行
政
は
真
正
面
か
ら

対
処
す
べ
き
で
あ
り
、
県
八

頭
総
合
事
務
所
、
学
識
経
験

者
等
で
議
論
す
べ
き
で
な
い

か
お
尋
ね
し
ま
す
。小

林
町
長

A　

個
人
で
は
対
応
で
き
な

い
課
題
が
生
じ
て
い
る
の
は

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
の
世
帯
で
は
、
今
年
の
冬

の
大
雪
で
家
が
潰
れ
な
い
か

不
安
に
な
る
な
ど
、
民
生
委

員
を
中
心
に
安
否
確
認
や
雪

か
き
な
ど
、
お
互
い
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
を
勧
め
る
べ

き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
や
集
落
で
解
決
で
き

な
い
社
会
問
題
に
つ
い
て

は
、
行
政
が
色
濃
く
係
わ
り

合
い
、
共
同
で
対
処
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
県
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
者
等
の

組
織
と
連
携
し
、
実
態
に
即

し
た
施
策
を
進
め
ま
す
。

Q　

福
祉
機
関
と
し
交
通
弱

者
に
対
す
る
交
通
手
段
の
確

保
及
び
買
い
物
弱
者
に
対
す

る
本
町
の
対
策
は
費
用
対
効

果
で
論
ず
る
の
で
な
く
福
祉

論
で
解
決
す
べ
き
と
思
う
が

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

事
業
者
に
対
す
る
移
動

販
売
車
の
購
入
に
は
補
助
制

度
も
あ
る
の
で
、
関
係
者
を

含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
問
題

の
把
握
を
集
落
の
担
当
者
に

調
査
さ
せ
ま
す
。　

　
Q　

昨
年
は
、
猪
、
鹿
を
多

く
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
、
減
少
傾
向
の
猟

友
会
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
、
関
係
者
を
含
め
た
鳥
獣

対
策
委
員
会
の
設
置
で
個
体

処
理
及
び
食
肉
加
工
に
つ
い

て
も
研
究
さ
れ
て
い
る
と
の

事
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
県
の
振

興
条
例
の
見
直
し
の
年
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
集

落
の
意
見
が
反
映
す
る
要
請

を
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

小
林
町
長

A　

振
興
条
例
の
中
で
、
市

町
村
の
役
割
と
し
て
は
、
地

域
の
実
情
を
把
握
し
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
要
望
・
提
案

を
行
い
、
中
山
間
地
域
の
問

題
解
決
に
向
け
積
極
的
に
提

案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

若
桜
鉄
道
で
運
行

さ
せ
て
は
？

実
現
し
た
い

観光列車運行Q　

観
光
政
策
は
周
囲
を
抱

き
込
む
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
個
人
的

に
は
八
頭
町
の
沿
線
民
間
団

体
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
元
気

な
若
桜
鉄
道
の
活
性
化
が
図

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
列
車
を
若
桜
鉄
道
に

運
行
さ
せ
た
た
ら
と
の
立
案

グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。
行

政
指
導
と
併
せ
て
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

私
も
共
鳴
し
た
い
と
考

え
ま
す
。
若
桜
鉄
道
沿
線
の

人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
若

桜
鉄
道
の
安
定
的
な
経
営
を

確
保
す
る
上
で
は
困
難
も
あ

り
ま
す
が
、
で
き
な
い
、
で

き
な
い
で
な
く
、
逆
の
発
想

か
ら
計
画
を
行
い
実
現
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

芝生化を望む花の木広場
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平成23年第５回議
会定例会は、９月14日に

召集され、町長から提出さ
れた議案24件、議員提出議案
６議案を慎重審議の結果、

全議案を可決し、９月28
日閉会しました。

九
月
議
会
定
例
会

一
般
会
計
総
額　

33
億
９
７
９
９
万
円

若
桜
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
一
部
改
正
。

決
処
分
の
承
認

専
例
条

算
予

若
桜
町
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

分
担
金
徴
収
条
例

　

整
備
し
た
電
話
機
等
の
新
設
、
移
設
及
び

撤
去
に
つ
い
て
、分
担
金
を
徴
収
す
る
た
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
桜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

 

主
な
歳
入

　

地
方
交
付
税 

６
２
０
０
万
円

　

県
支
出
金 

２
８
６
２
万
円

　

諸
収
入 

２
１
４
１
万
円

　

町
債 

△
５
４
８
４
万
円

 

主
な
歳
出

　

若
桜
鉄
道
対
策
事
業 

６
０
６
万
円

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

 

４
４
４
万
円

　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
補
助
金

 

３
８
４
万
円

　

特
産
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金

 

１
５
０
万
円

　

森
林
整
備
事
業
補
助
金 

１
６
２
５
万
円

　

観
光
事
業
費 

２
２
１
５
万
円

　

氷
ノ
山
集
客
促
進
事
業 

４
４
４
万
円

　

小
中
一
貫
校
整
備
事
業 

△
２
７
４
６
万
円

・
若
桜
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

・
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
制
度
の
抜
本

改
正
を
求
め
る
意
見
書

・
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

・
ポ
リ
オ
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
早
急
な
導

入
に
つ
い
て
の
意
見
書

・
教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
調

査
研
究
に
つ
い
て

・
公
共
交
通
調
査
特
別
委
員
会
の
閉
会
中

の
調
査
研
究
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案

平成
23年度

1213

臨 

時 

会

　

10
月
12
日
第
６
回
議
会
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
２
議

案
・
議
員
提
出
議
案
１
議
案
を
慎
重
審

議
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

５
９
１
２
万
円
を
追
加
補
正

若
桜
町
営
バ
ス
の
管
理
及
び
運
行
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

運
賃
と
運
行
経
路
の
起
点
（
発
着
点
）
を

改
正
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
桜
町
立
中
学
校
等
設
置
条
例
の
一
部
改

正
　

吉
川
分
校
の
廃
校
に
伴
う
改
正
。

若
桜
町
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正

　

消
防
組
織
法
の
改
正
に
伴
う
改
正
。

若
桜
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算(

第
２
号)

若
桜
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

若
桜
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

若
桜
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算(

第
１
号)　

若
桜
町
赤
松
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算(

第
１
号)

若
桜
町
索
道
会
計
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

若
桜
町
監
査
委
員
の
選
任

　

川
戸
清
廣
監
査
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
し
く
藤
原
重
明
監
査
委
員
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
事

請願書・陳情書審査結果　

９月議会定例会において常任委員会に付託した陳情は、慎重な審査の結果、次のとおり決定しました。

番　　　号 受理年月日 件　　名 陳情者等 付託委員会名 審査結果

陳 　 情
第 ４ 号

平成２３年
６ 月 ７ 日

最低賃金の引き上げと制度の抜本
改正を求める意見書採択の陳情

鳥取県労働組合総連合
　議長　田中　　暁

総 務 産 業
常 任 委 員 会 採　 択

陳 情
第 ５ 号 ８ 月 ５ 日 高温木材乾燥機導入に関する陳

情書
若桜木材協同組合

　代表理事　長尾　範通
総 務 産 業
常 任 委 員 会 採 択

陳   情
第 ６ 号 ８月１０日 地方財政の充実・強化を求める

陳情

自治労鳥取県本部
 執行委員長　本川　博孝

若桜町職員労働組合
 執行委員長　谷口　国彦

総 務 産 業
常 任 委 員 会 採 択

陳   情
第 ７ 号 ８月２６日

屋堂羅神護地区の山斜面町道に
接する部分の土砂防止網の設置
に関する陳情書

屋堂羅自治会長
竹内　紀彦

総 務 産 業
常 任 委 員 会 採 択

陳   情
第 ８ 号 ９ 月 ２ 日

ポリオ不活化ワクチンの早急な
導入について意見書提出を求め
る陳情

新日本婦人の会
　鳥取県本部

会長　山内　淳子
教 育 民 生
常 任 委 員 会 採 択

WAKASA

請願
陳情

請願・陳情は、町民の皆様が町政などについての要望等を、直接議会に書面で提出できる
制度です。議長宛に議会事務局へ提出してください。提出された請願・陳情は関係の常任
委員会で審査の上、本会議で採決し、採択された請願・陳情は行政に生かされます。
詳しくは、議会事務局（☎８２－２２１２）にお問い合わせください。

小中一貫校校舎整備事業建設現場

運
賃
30
％
値
下
げ
。
最
終
便
廃
止
し
日
中
便
を
増
や
す
。

町
営
バ
ス
を

　
　
　見
直
し

　

平
成
23
年
度
補
正
予
算

　

修
正
動
議
を
否
決
！

　　

若
桜
町
観
光
開
発
事
業
団
貸
付
金

２
０
０
０
万
円
を
削
除
す
る
た
め
の
修
正
動

議
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
由
と
し
て
は
、
全
員
協
議
会
で
説
明
を

受
け
た
が
、
納
得
で
き
う
る
説
明
に
い
た
ら

な
か
っ
た
か
ら
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

提
出
者　

前
住
議
員

 

上
川
議
員

修
正
案
反
対
討
論

　

経
営
は
苦
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
こ
の
貸

付
金
を
含
め
、
更
な
る
経
営
改
善
・
営
業
努

力
を
期
待
す
る
。

 

坂
本
議
員

　

事
業
団
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
人
も
多

く
あ
り
、
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

 

中
尾
議
員

　

採
算
の
合
わ
な
い
事
業
で
も
、
我
が
町
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
は
、
行
政
が
支
援
し
て

で
も
運
営
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

 

藤
原
議
員

修
正
案
賛
成
討
論

　

氷
ノ
山
一
帯
の
施
設
を
ど
の
よ
う
に
管
理

運
営
す
べ
き
か
、
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
た
め
に
、
現
実
と
向
き
合
い
、
よ
り
よ

い
方
法
を
考
え
た
い
。

 

上
川
議
員

修
正
案
反
対
７
、
修
正
案
賛
成
２

原
案
可
決
!!

　
　

２
６
６
７
万
円
を
追
加
補
正

 

一
般
会
計
総
額

　

34
億
２
４
６
６
万
円

予 

算
若
桜
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

 

主
な
歳
入

　

地
方
交
付
税 

２
３
３
７
万
円

　

公
共
施
設
設
備
基
金
繰
入
金

 

３
３
０
万
円

 

主
な
歳
出

　

庁
舎
等
財
産
管
理 

４
２
０
万
円

　

氷
ノ
山
集
客
促
進
事
業 

２
８
７
万
円

　

林
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

 

１
０
５
５
万
円

若
桜
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
３
号)

 

主
な
歳
入

　

他
会
計
繰
入
金 

２
万
円

　

町
債 

50
万
円

 

主
な
歳
出　
　
　

　

災
害
復
旧
費 

52
万
円

議
員
提
出
議
案

・
氷
ノ
山
公
共
施
設
調
査
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て
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○鹿肉の処理に対する衛生面や、肉の取り扱いのデリケートさに驚いた。また施設建設、維持管理費は多額で単町での
事業は難しいと感じた。今後、猟師の育成、処理方法等、総合的な計画が必要である。

○猟期以外の対策として、捕獲檻とか、わなを増やすと共に、鳥獣捕獲通報システムを取り入れて、個体数の減少に努
め、処理の方法として埋設、焼却施設の建設は、近隣の町との連携が必要である。

○大量の処理が難しいことを強く感じた。ペットフード、肥料等、大量に処理できることを考えなければならない。ま
た、いつまでも埋設できるものではなく、焼却施設を考えるべきである。

○有害鳥獣被害防止対策は、行政の重要課題となっており、被害軽減対策ビジョンを確立し、防止対策実施が急がれ
る。獣肉の有効活用策の加工施設は、人、資金、流通、捕獲頭数等、困難な問題があることを再認識し、現状から判断す
れば、広域焼却施設建設が必要である。

調査年月日 平成23年８月９日(火) ～ 10日(水)

調　査　地 （１）兵庫県丹波市
（２）京都府京丹後市

調査の目的 鳥獣害対策（処理、加工施設について）

参　加　者 議員４名、議会事務局１名、執行部２名　計７名

調 査 内 容

〈兵庫県丹波市〉
　○位置及び地勢

兵庫県中央東部に位置し、市内の南部地域は
阪神都市、北部地域は京都府とのかかわりが
強い（人口71,000人）

　○有害鳥獣対策
・野猪等被害防止柵等設置事業（金属柵、電

気柵）
　市内金属柵設置延長　383.47km（22年度末）
・シカ個体群管理、捕獲実施隊編成支援事業
　を猟友会へ委託
・シカ肉の利活用

食肉、二次加工品（ハム、ハンバーグ等）、
ドッグフード、皮製品、工業品産業（角、皮利用による、キーホルダー等）

〈京都府京丹後市〉
　○位置及び地勢

・京都府北部丹後半島に位置し、内陸部には標高400 ～ 600ｍの山々が連なる（人口60,000人）
　○解体処理施設の概要

・シカ、イノシシの捕獲頭数の増加や猟友会会員の高齢化に伴い、捕獲個体処理が大きな問題となってきた。このため、
身近なタンパク源として活用し、観光客の誘致や、地域振興を図ることを目的に「比治の里」（解体・処理施設）を
設立した。

　○年間の処理頭数　イノシシ90頭　シカ236頭
　○販路開拓需要拡大に向けた取組

・「京たんご　ぼたん・もみじ比治の里」市内外直販店での販売
・各種イベントでのＰＲ　・特産品の開発　・民宿、飲食店などへの販売等

施設の説明を受ける様子

各議員の感想

総
務
産
業
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

7月19日

９月定例会に向けて

吉川分校改修に向けて

企画財政課

総務課

町民福祉課

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

客車をもって来たが、募金活動の動き
が見えない。

吉川分校改修についての町の方針は。

福祉事務所を町に置く理由は。また、
生活困難者を支援する体制が必要では。

シルバー人材センター設置についての
町の方針は。

幼児保育を考える会が開催されている
が、どのような話をされたのか。

ＩＰ告知端末機に電源を入れておくと、
電気代はどれくらいか。

観光協会のホームページ更新は、どの
ようなページになるのか。

募金は、民間ですることになっている。
車両は若桜鉄道に貸し付けて活用する。

年間に100円強だと思う。

自前でページ更新ができるようにしたい。

幼保一元化について、幼稚園からも出席
していただき、出生者数の推移などの資
料で話し合った。幼保一元化の方向を意
思確認した。

Ａ

町で管理するが、ＹＹＣ、老人クラブ、
社会福祉協議会と連携し、町全体の施設
として多目的利用を考えたい。

Ａ

Ａ

Ａ

教育委員会

Ｑ

アンケート調査の結果、実行委員会を開
催し八頭町を視察した。検討委員会を創
り、再度、希望者の数を把握したい。行
政で１年ぐらい援助し、最終的に法人化
したい。

Ａ

Ａ

Ｑ

資産、所得状況調査のデータが県にはな
く、町内設置により時間短縮とサービス
が向上する。社会福祉士は２名、今後も
養成していきたい。

Ａ

委 員 会 活 動 報 告

8月26日 福祉事務所の設置に向けて

9月8日 ９月議会定例会に向けて

税務課

税務課の車を買い替えたい。軽乗用車タ
イプにしたい。

説明

売上げが落ち込むことが予想されるため
である。一般法人化に向けて条件整備を
している。指定管理料についても考えな
いといけない。内部留保がなく、見直し
をしないといけない。

Ａ

ＬＥＤの街灯設置は、８集落から要望が
でている。

他

Ｑ 観光開発事業団に、再度2000万円貸
し付ける説明を詳細にしてほしい。

産業観光課

◆ 総務産業常任委員会 ◆

平成23年平成23年８月９日(火) ～ 10日(水)

（１）兵庫県丹波市

　 鳥獣害対策について
調査研究

９月7日
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若
桜
の
車
窓
か
ら

　

た
ま
に
若
桜
鉄
道
に
乗
っ

て
、
鳥
取
ま
で
出
掛
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
内
田
百
聞

が
言
う
通
り
、
用
の
無
い
旅

は
鈍
行
に
か
ぎ
り
ま
す
。

　

昼
、
ぼ
ー
っ
と
車
窓
か
ら

眺
め
る
田
園
風
景
は
、
な
か

な
か
魅
力
的
な
も
の
で
す
。

昔
、八
東
川
で
遊
ん
だ
事
や
、

本田　敏崇さん
（赤松団地）

川
に
は
ま
っ
て
父
に
助
け

ら
れ
た
事
な
ど
を
思
い
出

し
た
り
し
な
が
ら
、
鈍
行

列
車
に
揺
ら
れ
る
の
は
心

地
よ
い
も
の
で
す
。
昔
を

思
い
出
す
の
に
列
車
ほ
ど

良
い
乗
り
物
は
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

夜
、
29
号
線
を
車
で

走
っ
て
い
る
と
、
若
桜
に

向
か
う
列
車
を
見
か
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
見
る
度
に
、
鉄
道
の
あ

る
風
景
は
い
い
も
の
だ
な

あ
と
…
。

　

弥
生
町
で
酔
っ
ぱ
ら
い

最
終
で
帰
り
、
若
桜
駅
で

駅
員
さ
ん
に
起
こ
さ
れ
た

事
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な

風
に
、
の
ん
気
な
乗
り
方

が
で
き
る
の
も
鉄
道
な
ら

で
は
で
す
。

　

今
で
も
現
役
で
列
車
が

走
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
記

憶
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た

り
、
暗
闇
を
走
る
列
車
の

光
に
温
か
さ
を
感
じ
た
り

で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　

若
桜
に
若
桜
鉄
道
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
と
思

う
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。

資
源
を
生
か
し
て

　

山
紫
水
明
の
古
里
、
田
園

風
景
や
静
か
な
住
環
境
を
求

め
て
田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ
る

街
の
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

私
は
一
〇
年
前
に
林
業
に

転
職
し
、
鳥
取
県
に
引
越
し

て
き
ま
し
た
。

山上　明徳さん
（赤松団地）

　

今
年
は
、
大
型
台
風
が
２
度
も

日
本
列
島
を
襲
い
、
土
砂
災
害
等

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
わ
が
町
に

お
い
て
も
か
な
り
の
被
害
を
受

け
、
復
旧
が
急
が
れ
ま
す
。
ま
た

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
Ｉ
Ｐ
電

話
・
防
災
無
線
の
情
報
は
大
変
重

要
で
あ
り
ま
す
。
今
一
度
機
器
を

さ
わ
っ
て
も
ら
い
、
操
作
方
法
に

慣
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　

　

本
年
度
、「
若
桜
町
防
災
の
て

び
き
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）」
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
た
び
の
災
害
を
教
訓
に
避
難
所

等
、地
元
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、

も
う
少
し
内
容
を
改
善
し
て
は
と

思
い
ま
す
。

 

議　
　

長　
　

岡
本　

和
葊

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

 

委
員
長　
　

前
住　

孝
行

 

副
委
員
長　
　

中
村　

敏
明

 

委　
　

員　
　

奈
羅
尾
寿
夫

 

委　
　

員　
　

山
本　

晴
隆
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街
に
出
た
人
の
中
に
も
仕
事

さ
え
あ
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
古
里

で
暮
ら
し
た
い
と
考
え
る
方
も

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

海
に
も
山
に
も
小
一
時
間
で

遊
び
に
行
け
る
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
で
、
地
価
は
手
ご
ろ
で
運

転
さ
え
で
き
れ
ば
あ
ま
り
不
便

は
感
じ
な
い
。
若
桜
の
魅
力
は

他
に
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
移

住
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず
仕
事

が
無
い
と
話
が
終
わ
り
ま
す
。

　

街
ほ
ど
職
種
が
選
べ
ず
と

も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
の

活
性
化
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

私
は
若
桜
の
豊
富
な
森
林
資
源

を
生
か
し
て
新
た
な
雇
用

が
生
ま
れ
な
い
か
、
そ
し
て

仕
事
に
関
わ
る
子
育
て
世

代
が
増
え
は
し
な
い
か
と

希
望
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

月
並
み
で
す
が
、
本
当

に
実
現
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。


